
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

校外での豊かな学び 

 新型コロナウイルス感染症の対応が見直しされ、教育活動も以前の形態に戻りつつあり

ます。校外学習についても、各学年様々な場所に出かけ、学びを深めているところです。

校外学習は、直接体験をしたり、本物に触れたり、学び方を学んだりして、教室の中では

できない豊かな学びができます。６月に入っていくつかの学年が校外学習に行きました。 
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〈学校教育目標〉 仲間とともに 全力で学び、活動する治西っ子の育成 

○は  はきはき話し、こつこつ学ぶ子  ○る  ルールを守り、元気にあいさつする子 

  ○に  にこにこ笑顔で、仲良く活動する子  ○し  しんじ合い、互いに助け合う子 

かけはし 
栗東市立治田西小学校 学校だより 

東大寺大仏 

６年生は、世界遺産である東大寺大仏殿

と平城宮跡に行きました。事前に教科書で

学んだものを実際に目にして、その大きさ

や荘厳さを実感するとともに、今ほど技術

が発展していない中で「こんな大きな大仏

をどのようにして作ったのだろう」という

疑問も生まれたことと思います。午後から

は平城宮跡に行きました。平城宮は今から

１３００年以上前に唐（現在の中国）の国

にならって造られた都です。その平城宮跡

にある「いざない館（資料館）」を熱心に

見学し、詳しくメモをとったり、問題を解

いたりしていました。これからまとめてい

く中で、さらに学習を深めてほしいです。 

平城宮跡 
「いざない館」 

３年生は、市内にある「旧和中散本舗」

と「さきら」に見学に行きました。「旧和

中散本舗」は江戸時代に薬を売っていたお

店で国の重要文化財に指定されています。

同敷地内に小休み本陣があり、大名や天皇

などが宿泊にも利用されていたそうです。

「さきら」はご存知のように栗東駅前にあ

る施設で、コンサートや演劇など、様々な

イベントに利用されています。楽屋やステ

ージの裏など、普段見ることができない場

所を見ることができました。子どもたちは

お話を聞いたり、見学したり、積極的に質

問したりしながら市内にある施設の良さや

その役割を知ることができました。 

旧和中散本舗 



プールでの学習が始まっています 
 ここ数年、新型コロナウイルス感染症の影響で、実施できなかったり、活動内容が制限

されたりしてきましたが、本年度はコロナ禍以前の形態でプールでの学習を行っています。

先週は天候状況により実施できない学年もありましたが、先週金曜日からはプールに入る

ことができています。限られた時間ですが、子どもたちは

各学年のめあてに向かってがんばって学習しています。子

どもたちの体調管理につきましてご留意いただきますよ

うお願いします。 

◎各学年の主なめあて 

【１，２年】水遊び 

 水につかって歩いたり走ったりすることや息を止めた

り吐いたりしながら水にもぐったり、浮いたりすることが

できる。 

【３，４年】浮く・泳ぐ運動、水泳 

 いろいろな浮き方やけ伸びをするとともに、補助具を使

ってキックやストローク、呼吸をしながら初歩的な泳ぎを

することができる。 

【５，６年】水泳 

 クロール、平泳ぎについて続けて長く泳ぐことができる。   

クロールや平泳ぎで手と足の動きに合わせてリズムよく

呼吸し、できるだけ長く泳ぐことができる。 
 

なかよしタイム 
 この学習は、全校児童が１２グループに分かれて異学年で交流します。高学年の子ども

たちが中心となって、主体的に計画を立て活動していきます。人間関係を形成する力や規

範意識、協調性の育成など、様々な面で子どもの成長を期待しています。 

 グループの交流内容は、５，６年生のなかよし委員が事前に考えています。６月１３日

の第１回目は「じこしょうかい」と「たけのこにょっき」をしました。１年生にとっては

はじめてのなかよしタイムでしたが、緊張しながらもしっかりと自己紹介していました。

「たけのこにょっき」は、どのグループも笑顔で楽しく活動していました。高学年のリー

ダー（なかよし委員会）の子どもたちにとっては貴重な経験であったと思います。これか

らも主体的に役割を担い、責任感や達成感を味わう機会にしてほしいと思います。次回の

活動もどうぞよろしくお願いします。               校長 杉田 信一 


